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山手学院中・高等学校

建学の精神

世界を舞台に活躍でき、

世界に信頼される人間の育成



土曜講座における学校長の期待

土曜講座オリエンテーションから

• １０年～２０年先を見据え、土曜講座はその一環と

しての活動と位置づけている

• 現代の子は自己表現力は身についてきたが、一

皮むくと「力」がない

• クリエイティブな生きる力が身につくよう、そのきっ

かけとなればよい

• 倫理観や歴史観等、伝統を継承したものの上に築

いてゆきたい



青春のヒマラヤに学ぶ
知の冒険・心への探求



青春のヒマラヤに学ぶ

第１部 ： 青春のとき

失敗のヒマラヤ登山に学ぶ！
＜無意識な存在に気づく＞

第２部 ： 今も心は青春 → ヒマラヤに学ぶ

知の冒険・心への探求

＜哲学的アプローチ＞



第 １ 部

青 春 の と き

失敗のヒマラヤ登山に学ぶ
＜無意識な存在こそ大切！＞



青 春 とは
↓

情 熱

↓

抑えきれない心の衝動
↓

生 命 の 営 み



生命の営み
↓

社会を通し、時間と共に変化する
↑

重要 ： 一人ひとり変化のスピードが違う

幼年期 ： 自我の主張 （生命の自己主張）
↓

少年期 ： 自我の不安 （自己に確信が持てない不安）

↓ ＜青春のとき＞
青年期 ： 自我の確立 （他者との関係の中で自分をつくる）

↓

壮年期 ： 自我の貢献 （他者への貢献が自己の喜び）
↓

老年期 ： 自我の発振・収束 （無我：悟り or 幼年期へ戻る）
↓

死 ： ひとつの生命の営みが終わる



私の青春

１８才 ： 登山を始め山を通して自分と対話
・貧しくて大学へ行けなかった ～ 独学の始まり

・死との対話と青春のロマン ～ 哲学と美への傾倒

２０才 ： 韓国遠征（ウルサンバイ初登攀）
・１＄＝３６０円時代の海外体験 ～ １００＄遠征

２８才 ： 初めてのヒマラヤ遠征（Ｐ２９）
・横浜山岳協会 ～ 名前だけの隊長 ～ 組織と個人

・日本最初、夫婦でヒマラヤ挑戦 ～ そして妻からの離婚話

３２才 ： 再びＰ２９南西壁へ挑戦
・遭難～３隊員死亡～隊長の責任

３３才 ： 第２の人生
・エヴェレスト山麓の出会い ～ そして再婚

３５才 ： 子育て前のアイガー、マッターホルン



ヒマラヤ遠征登山の実際

ネパールヒマラヤ

Ｐ２９南西壁 （７，５１４ｍ）

１９７４年 １９７８年

横浜山岳協会 ツラギの会

（名目隊長） （隊長）



ヒマラヤ登山のテーマ

①組織による事業の時代は終わった （文明的）
・ 適者選抜～ （弱肉・強食） 相対的

②意思ある個人が自己表現する時代 （文化的）
・ 自主参加～ （レベルの違い）相補的

• 目 的 ： Ｐ２９南西壁からの初登頂

• 自主参加 ： 個としての夢や希望の表現

• 自己負担 ： 一人 = １２０万円

• 自己責任 ： 基本としての自己責任

• 運 営 ： （要素）メンバーシップ ： 意思

（機能）リーダーシップ ： 組織

＜相補性原理で目標達成を目指す＞



ネパール・ヒマラヤ















飛行機の窓から見えるヒマラヤ
一見、雲のよう！



カトマンズ空港
かつての、Ｂ－７２７ イエティ号



カトマンズの銀座通り
今もあまり変わらないが人・車・排ガス・埃の街



中世からのバザール
ゴミ・埃は写らない



船便で送った登山隊荷物（５トン）
横浜→（船）→カルカッタ→（陸送）→ネパール



登山装備



シェルパ族、安全祈願の「カタ」
をかけてもらう隊員達



キャラバン出発前の荷物渡し
一人ひとり名簿に登録、タグとタバコ３本をわたす



若い夫婦のポーター
胸にｶｰﾄﾝﾎﾞｯｸｽＮＯのタグ



キャラバン開始（ポーター）
一日約５Ｋｍ、１５日間１５０ｋｍの道のり



バッティ（茶店）の中
ﾐﾙｸﾃｨｰ(紅茶)一杯２ﾙﾋﾟｰ（約３４円）はｹﾞｽﾄﾌﾟﾗｲｽ



ヤクの毛で機織
カーペットを織っているところ



現在も子供は学校へ行く前に仕事



川を渡るポーターの列



渡渉する女性ポーター



竹やぶがある山間の村人
チェットリ族？



異なった部族（３６部族）の女性
マガール族？



３５Ｋｇ を運ぶポーター達
プラスチックダンボールは破れず雨にも強く燃料にもなる



スイスの援助で出来た吊橋を渡る



キャラバン中に見えるマナスル３山
▼マナスル▼Ｐ２９▼ヒマルチュリ



ポーターへの賃金支払い
一日１８ﾙﾋﾟｰ（３０６円）

支払っているそばからナイケ（世話役）はピンハネ



チャパティをつくるコック
三点に石を置けば釜戸ができる



キャラバン中の食事風景
日本から持参するカレールーは最高な贅沢！



山間の村の少女
ピュアーな澄んだ瞳が印象的！



キャラバン中、休憩のひと時
ポーターとの交流も楽しい



丸太で梯子を組み岩場を通過
ポーターの荷物はロープで吊り上げ（２個谷へ転落）





お花畑にベースキャンプ設営
３，９５０ｍ



モンスーンで霧のベースキャンプ
毎日午後から明け方まで雨が降る



ＢＣからＣ１への荷揚げ
一人約２０Ｋｇ、Ｃ１へは約１．５ ｔ （７５人分）



ツラギ氷河とＰ２９西壁・南西壁
Ｃ１への荷揚げは一日往復１６ｋｍのロングコース



ツラギ氷河から見上げる Ｐ２９西壁
▼７，８３５ｍ 高度差≒３，８００ｍ



氷河の上に 小川がサラサラ！
日射がなくなると流れも止まる



氷河の末端は氷河湖
水面からの高さ≒５０ｍ



夕焼けのＰ２９西壁
▼７，８３５ｍ



ツラギ氷河から見上げる マナスル南壁
８，１５６ｍ（高度差≒４，０００ｍ）



「死んだ氷河」 と 南西壁
高度差≒２，９００ｍ



Ｐ２９南西壁の全景

南峰＝７，５１４ｍ 標高差＝２，８００ｍ



氷河はクレバスを迂回しながら登る



氷河のクレバスと荷揚げ
雪に覆われ隠れたクレバスは危険



クレバスの弱点から弱点をつないで
ジグザクに登る



氷河のクレバスを迂回する



固定ロープに通し氷壁を登る



急峻な氷の尾根を登る
▼左側：西壁 ▼右側：南西壁



前の画面を横から見ると



垂直の岩場は ワイヤー梯子
トップはもちろん自力で岩を登る



足元を見下ろすと！氷河
氷河からの高度差≒１，４００ｍ



登りながら、右を見ると！
▼ヒマルチュリ ７，８８４ｍ



登りながら、左を見ると！
ドナ ６，７００ｍ▼ Ｐ２９西壁側▼



はるか遠くには・・・
▼８，０００ｍのアンナプルナ連峰



５，０００ｍの雲海の上は快晴！

アンナプルナ連峰に沈む太陽



高度6,000ｍ氷の尾根を登る２隊員
酸素は半分以下で、呼吸が苦しい



氷の尾根にトップロープをのばす
隊長として先頭を登る



大岩壁に向かってトップを登る！
初めて印す足跡に気分は高揚



トップは緊張と高揚が入り混じる！
崩落した西壁氷河の部分▼



６，０００ｍ 大岩壁直下
セカンドを登るサーダー（シェルパ頭）



６，０００ｍ 南西壁に到達
傾斜６０°の岩壁



氷河から２，０００ｍ登る
傾斜６０°南西壁の始まり
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遭難時の状況





第２キャンプ下台地に２隊員
石積みの埋葬



ベースキャンプに遭難碑
サンテンバ・シェルパ作 ＜ラマ教徒＞



ベースキャンプで追悼



隊長カトマンズへ戻り、一時日本へ帰国
ご遺族訪ネ情報とポーターの病気が重なる



ヒマラヤ登山は総合力
外交、輸出入、為替、交渉力、判断力、英語力、登攀力
現代はお金で解決・ ・ ・ 体験が身につかない！

外交交渉

・ 外務省（許可申請）、ネパール政府登山規則

輸出入

・ 国際船便、インド国内陸送、通関、関税

為替

・ 差益、差損 （ＵＳドル、ルピー、バーツ、円）

ブラックマーケット

交渉力

・ ネパール政府観光省 （リエゾンオフィサー同行）

・ 現地雇用 （シェルパ、ポーター） 、 現地購入



ヒマラヤ登山は外交交渉
昨今のイラク人質、朝鮮拉致問題への参考体験

外務省

・日本隊は外務省を通して登山許可を申請・取得する

・ネパール政府の登山規則による

日本大使館

・ネパール政府と日本外務省との連絡役

ネパール政府観光省

・ネパール国内での登山活動に関連する全ての権限

登山隊

・全ての報告はネパール政府を通しておこなう

・そのため、リエゾン・オフサーが同行する

・報告は全て英語（英語で夢を見る）



外務省と日本大使館の役割

外務省

① 登山許可証申請の窓口

② 日本国内関係者への遭難事故公式連絡

日本大使館

① 登山中における現金の一時預かり（非公式）

② ネパール政府発表の遭難事故報告を本国へ

打電（事前の協議事項が無視された）

③ ネパール政府発行の死亡証明書を受け、日

本国としての死亡証明書の発行（除籍用）



遭難確率の高いヒマラヤ登山に対して
緊急時への事前対応

外務省・日本大使館

・外交手続きと儀礼程度にとどめる（期待しない）

登山隊の自主対策 （事前準備が不可欠）

・緊急連絡方法の確立（軸となる手配者を特定）

体制、無線、出動・待機のサイン、着陸マークの確認

・緊急輸送手段の確保と医療機関の特定

ヘリコプター、人力、（車）

・緊急用資金の確保と預託

保険加入、フライト費用を預託（手配者へ）



遭難事故後の報告

• ネパール政府 → 英文報告書提出（写真付）

• 日本大使館 → 和文報告書提出

• ご遺族 →   遠征途中で隊長一時帰国

遺品の引渡し、状況説明

保険金返却（一人５０万円）

命日に訪問（１０年間）

• その他関係者 →   合同追悼会

手書き報告書配布

２０年後の報告 →   「青春のヒマラヤに学ぶ」出版



合同追悼会（東京）



合同追悼会で事故の説明



事故の説明



遭難事故報告と資料展示



支援の友
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現代ヒマラヤ登山の傾向 （04/3/25朝日新聞）

▼ ６３才女性医師、登頂後死亡



なぜ山へ行くのか？

It's  there → そこに山があるから

ジョージ・マロリー

私は

「青春の情熱」



そして青春とは！

• 抑えがたき心の衝動がエネルギー

• 失敗の中から、成功に導く方法を学ぶ

• 「何のために」という目的意識で振り返る（哲学）

↑

初めての体験は苦しい

繰り返すことにより慣れる

継続は自信となる



第 ２ 部

ヒマラヤに学び → 今も心は青春

知の冒険・心への探求

＜哲学的アプローチ＞



今も心は青春！
ヒマラヤに学ぶ知の冒険と心への探求

３２才 ： 設計事務所を独立自営
４０才 ： 第一回建築設備士試験合格 第１号

・ 受験資格 ～ 大卒８年（高卒１２年）以上の専門実務経験 ～ 合格率＝１３．８％

４５才 ： ㈱システム・デザイン設立
・ 栄区役所、金沢シーサイドライン車両基地、神奈川県立歴史博物館、三ツ沢公園球技場、
金沢スポーツセンター、etc

４９才 ： ３男を亡くす ～ そして「環境デザイン」を提唱
・ 障害をもって生まれてきた息子（萌）との永遠な別れ
・ 「環境デザイン」 ： ２１世紀の環境（人-文明-文化）との関わり方

５５才 ： 出版 ： 「青春のヒマラヤに学ぶ」 文芸社
・ 遭難２０年目 ～ 隊長としての責任

５６才 ： ベンチャー企業立上げ ～ ㈱環境照明
・ 特許出願２件 ～ 白色発行ダイオード照明器具

５７才 ： 出版 ： 「頂のかなたに」 日本文学館
・ もう戦争の時代じゃない ～ ブッシュ大統領のイラク戦争に反対

日本山岳文化学会論文発表 ： 山岳文化環境（試論）
５８才 ： 山手学院土曜講座←新たな試み（次なる世代へのメッセージ）



エヴェレストから展望する

２１世紀の人類は！

• 絶対者の不在 ： 神の不在

人間の不完全さを情報が暴露する(特に映像ﾒﾃﾞｨｱ)

一つの宗教で人類を統一できない現実（文明の衝突）

• 新たな思想 ： 環境社会思想
人類の欲望は環境との調和が求められている

それは多様な価値(文化）を認めた共存共生社会

• 住み分けと移動の自由：垂直空間への拡張

市民単位の生活空間を情報と物流が結ぶ

宇宙の中へ居住空間の拡大



（ｘ,ｙ,ｚ） の視点

(x,y) の視点→水平思考 （2次元）平地の車社会からの視点
(x,y,z)の視点→水平思考＋垂直思考（3次元）高所からの視点

Z 軸の視点⇒山岳垂直思考⇒かつて人類は神の啓示を聞いた

垂直の限界点⇒ エヴェレスト（１９５３登頂)

人類が足元にした地上の神（エヴェレスト）のかなたに！
さらに宇宙からみおろした地表に！

果たして何が見えるか？

人間の心 の 多様さ と たわいなさ！
相補性原理：人間は完全でないから補い合いましょう（調和）



２１世紀の人間社会は！

地球と宇宙環境の中で

多様な共存共生と住み分けの時代

相対的(x,y)原理 （優勝劣敗）選抜

（アインシュタイン）相対性原理から

↓

相補的(x,y,z)原理 （不完全さを補う）補完

（エーリッヒ・フロム）愛の哲学へ
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冒険・探検とは？

冒険＝危険（リスク）を冒す行為

探検＝未知な領域に踏み込み探求する行為

冒険・探検 → 自己責任が伴う



２０世紀までの冒険・探検

＜地球上＞

第１の極 ： 北極 （１９０９年）ビアリ （アメリカ）
第２の極 ： 南極 （１９１１年）アムンゼン （ノルエー）
第３の極 ： エヴェレスト （１９５３年）

ヒラリー、テンジン （イギリス）

＜宇宙＞

第１段階 ： 有人衛星 （１９６１年）ガガーリン （ソ連）
第２段階 ： 月面着陸 （１９６９年）

アームストロング、オルドリン （アメリカ）
第３段階 ： スペースシャトル（１９８１年）コロンビア号

（アメリカ）



２１世紀の冒険・探検

＜地球上＞ 人類から → 個へ

第４の極 ： ヒトの心の中 → 小宇宙

その他 ： 深海探査、地底探査

＜宇宙＞ 人類として

第１段階 ： 有人宇宙ステーション（２０００年～）

第２段階 ： 月面移住

第３段階 ： 有人火星探査



２１世紀の冒険・探検の対象

• 目に見える → 現象の世界 → 形而下

深海探査、地底探査

人類の共生と住み分けの環境社会

宇宙探査、月面移住

• 目に見えない → 心象の世界 → 形而上

ヒトの心（小宇宙）への探求

多様な価値の共存文化



自己責任
＜責任には限界がある ＞

負える責任（限 界） ： 相対的限界（復元可能）
・ 下記以外の全て

負えない責任（限界） ： 絶対的限界（復元不可能）
・ 死 ・ 破壊 ・ 喪失 ・ etc

冒険・探検する時は責任の限界を意識し、
最善（do  our  best）の対策をとる

もし失敗した時 → ・ 適切な批判には耳を傾ける
・ 不適切な批判は無視する
・ 合理的・論理的に検証し次に生かす



知をもって ・ 心への探求

前の心 → 思考／行動 → 違った心
（古い自分） < 進化 > （新しい自分）

心の世界 → ■唯一つだけの本当の世界などはない

■それぞれの心が,それぞれの心の中で、
自分自身の心の世界を進化させてゆく

■ 波長の合ったリズムどうしは心地よい

■ 本当の心は目に見えない

進化＝文明 ← 非可逆性（元に戻らない）
文化 ← 可逆性（同質性を繰り返す）



心とは何か？

マーヴィン・ミンスキー(MIT教授)→「心の社会」

◎ 一定の関係によって統合された様々に異な

る知覚の集まりにすぎない

◎ それぞれには心を持たない多数のエージェ

ント（要素）が形成する固体社会

わたしが考える心とは→「欲求と思考と感性の総体」

◎ 欲求（主観的な本能） ← 見られている自分

◎ 思考（客観的な理性） ← 見ている自分

◎ 感性（固有な波長・ﾘｽﾞﾑ） ← 感じる自分

本当の心は目に見えない



知の冒険





心への探求 ・ 出発点

「これ！」と言って形を示して説明できない

自己への叫び
↓

理性では抑えきれない

↓

感情 情熱 欲望等 「人間のマグマ」



心への探求のパラドックス

◎ 心が自分自身を調べることは、科学者が科学

するより難しい。（ゲシュタルト心理学）

つまり、部分が全体を調べ、全体における部

分の正しさを証明することは完全には出来ない

◎ 科学者は部分的な正しさは証明できるが、全体

の正しさまで証明できない

ヒトの心は心の部分の総和をはるかに超えた存在

ヒトは生命（心も）の探求をやめることができない

（ヒトに組み込まれたＤＮＡ）



探求のプロセス



わたしの探求例！

◎ 登山をとおした環境（自然）との対話から

◎ 電気設備設計をとおした環境技術から

学問的探求（知能）と実践（技術）の展開

環境デザ イ ン（知能）

発光ダイオード照明の開発（技術）



環境とは？

• 環境基本法（日本） → 定義なし

定義：「環境への負荷」、「地球環境保全」、「公害」

• 辞書（広辞苑） → ①めぐり囲む区域 ②四周の事物。特に、

人間または生物をとりまき、それと相互作用を及ぼし合うもの

として見た外界。自然環境と社会環境とがある。

• 国際環境科学用語集→  environment

環境とは ⇒ 対象をとりまく総ての事象



環境デザインの定義
（試み）

（１９９６．０５．２８）

環境デザインとは、ある時限における

環境の諸要素と領域を特定し、

その文化的価値を定める行為









環境デザインの論理式
（試論）

① 論理的環境問題への適応＝

環境容量＞環境負荷

② 環境負荷＝環境×（文明＋文化）×Σ［人（欲

求・制御）］

＝ 環境×作為×Σ（生活設計）

③ 生活設計＝ Σ［人×（欲求・制御）］

⇒消費を制御する文化の在り方

（人の心の在り方）ライフスタイル



発光ダイオード照明の開発
横浜市として始めて設置 （２００２．１０）

ＮＨＫニュースで放映



よこはまテクニカルショウ２００３へ出展



実 施 例 -１
横浜市上飯田地区センター



実 施 例 – ２
多摩美術大学レクチャーホール外部



実 施 例 – 3

多摩美術大学レクチャーホール内部



特 許 出 願 （２００４．２）



登山経験からの危機対応例！

◎ 災害における緊急生活技術への適応
衣 → 着のみ着のままの生活ができる
食 → だれでも自炊できる
住 → テント生活やどこでも眠れる

◎ 危機現場からの脱出技術等
下降技術 → ロープ１本で建物を下降できる
登攀技術 → いろいろな所へ登れる

◎ 危機意識の適応訓練がある
生死を賭けた登山経験者ほど危機適応度が高い
リーダー経験は危機管理意識が高い



我が家の危機と喜び

• 障害（水頭症）を持って生まれた３男「萌」

• ヒマラヤ体験は障害児の受容を容易にした

失って気づく「無意識な存在の偉大さ」

• 発達の遅れとリハビリテイショウンの努力

• ５才７ヶ月で突然な別れ（１９９５年８月）

• ３男「萌」は家族の心の中にいつもいる

障害で気づく「無意識なヒトの偉大さ」

ヒトはだれでも何らかの障害をもっている

（完全な人間はいない）



失わないと気づかない
ヒトの愚かさ

• 大切なものを失ってきた「青春のヒマラヤ」

• 障害をもって生まれた３男、５年７ヶ月での別れ

私は「生きることの意味」を知ることができた

自身のために生きることの空しさ

自分の命を捧げられる人のために生きることがで

きたら、それは幸せな人生であった」と。



人生はいつも山登り

• 山頂 ＝ その時々の目標
• 荷物 ＝ その時々に背負っている責任
• 登山 ＝ 苦しみに耐えて目標を目指す

■楽しみは後からやってくる（だから最初は苦しい）
■一つの目標が終わると、次の目標が現れる
■究極の目標 → 実は 「・ ・ 何もない」

だれも人生の予知はできず、
苦しくもあり、また楽しくもある



最後に！

長時間のご静聴ありがとうございました

２００４年６月５日

山手学院中・高等学校 土曜講座

父母の会

田中 文夫


